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東京いいで会 

会長就任あいさつ 
提供/飯豊町 

東京飯豊会会長 山口 弘二（中津川）  

会
報 

 高橋前会長の後を継いで会長

に就任させて頂きました。 

 東京飯豊会の皆様、飯豊町の

皆様のご支援をよろしくお願い

申し上げます。 

 昨今日本経済は縮小し、貧富

の格差拡大、就職難など私たちの身近な社会問題

になっています。 

当会は飯豊町出身の皆様の心からの支えとなる

ような活動をして行きたいと考えております。 

今年は東京飯豊会発足から５０年になります。

そこで５０周年記念事業として、今総会へ小白川

神社あばれ獅子舞連５０名を招聘、５０周年記念

総会を盛大にとり行います。 

また、飯豊町へ桜の苗木３０本を寄贈。 

町の観光の拠点となる場所に植林を予定しており

ます。 

これにつきましては、会員の皆様に故郷に桜を飾

る運動にご理解を戴き、御寄付を切にお願い申し

上げます。 

この会報「東京いいで会」は会員皆様間の情報の

橋渡し、会の活動報告、ふるさと飯豊町の情報等

を載せています。皆様の積極的な投稿を戴ければ

幸いです。 

平成23年3月発行 
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中
津
川
財
産
区

の
森
林
面
積
は
約

一
一
、
〇
〇
〇
㌶
。

財
産
区
と
し
て
は
、

全
国
一
の
広
さ
を

誇
り
ま
す
。
し
か

し
、
近
年
は
、
林

業
の
衰
退
な
ど
で
、
山
の
荒
廃
が
懸
念
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
規
模
で
は
、
二

酸
化
炭
素
排
出
に
よ
る
地
球
温
暖
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
大
き
な

課
題
の
対
策
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
十
一

月
二
十
四
日
、
中
津
川
地
区
に
「
飯
豊
町
バ

イ
オ
マ
ス
製
造
施
設
」
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
「
再
生
可
能
な
生
物

由
来
の
有
機
物
質
（
化
石
燃
料
を
除
く
）」

を
指
す
言
葉
で
、

木
屑
、
家
畜
の
糞

尿
、
下
水
の
汚
泥

な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
う

ち
飯
豊
町
バ
イ

オ
マ
ス
製
造
施
設
で
は
、ナ
ラ
や
ブ
ナ
と
い

っ
た
中
津
川
財
産
区
の
豊
富
な
森
林
資
源

を
活
用
す
る
も
の
で
す
。山
か
ら
切
り
出
さ

れ
た
木
材
を
施
設
で
木
質
ペ
レ
ッ
ト
に
加

工
し
、
町
内
外
の
各
家
庭
に
ス
ト
ー
ブ
燃
料

と
し
て
供
給
し
ま
す
。 

施
設
の
運
営
を
担
う
の
は
、
地
元
住
民
が

立
ち
上
げ
た
中
津
川
バ
イ
オ
マ
ス
株
式
会

社
（
鈴
木
良
則
代
表
取
締
役
）。
木
質
ペ
レ

ッ
ト
は
年
間
四
〇
〇
㌧
、お
が
粉
は
三
〇
〇

〇
立
方
㍍
の
製
造
を
目
指
し
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
経
済
活
動
が
、
雇
用
を
創
出

し
て
地
域
が
活
性
化
さ
れ
る
と
共
に
、森
林

に
人
が
入
る
こ
と
で
荒
廃
の
抑
制
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
木
質
ペ

レ
ッ
ト
の
燃
焼
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
は
、
木
の
成
長
過
程
で
再
吸
収
さ
れ
る
と

さ
れ
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
再
生
可
能

な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。 

飯
豊
町
バ
イ
オ
マ
ス
製
造
施
設
は
「
里
山

再
生
」
な
ど
の
地
域
の
大
き
な
期
待
を
背
負

い
稼
動
し
ま
し
た
。 
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平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
、
飯
豊
町
福
祉

事
業
所
「
で
ん
で
ん
」
が
開
所
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
町
内
で
初
め
て
の
施
設
で
す
。 

「
で
ん
で
ん
」
の
名
は
、
町
の
合
唱
組
曲

『
ラ
ブ
リ
ー
・
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
～
ふ
る
さ
と

に
捧
げ
る
六
つ
の
賛
歌
～
』
の
歌
詞
と
、
祭

り
ば
や
し
の
に
ぎ
わ
い
、そ
し
て
あ
の
カ
タ

ツ
ム
リ
の
歌
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
伸
び

て
い
く
願
い
な
ど
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

施
設
の
指
定
管
理
者
は
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
す
ぎ
な
。
長
井
市
森
に
「
福
祉
セ
ン

タ
ー
す
ぎ
な
」
を
開
所
し
、
障
が
い
者
の
生

活
介
護
や
就
労
継
続
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
民
間
組
織

で
す
。 

 

施
設
の
利
用

者
は
、
午
前
九
時

半
に
登
所
し
、
午

後
三
時
ま
で
の

間
、
就
労
や
生
産

活
動
な
ど
を
通

じ
て
就
職
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
習
得

を
目
指
し
ま
す
。 

町
で
は
、
施
設

内
に
「
さ
を
り
織

り
機
」
二
台
を
導

入
。
さ
を
り
織
り

と
は
、
決
ま
り
ご

と
の
一
切
な
い
、

自
由
な
自
己
表

現
を
目
的
と
し
た
織
物
で
す
。障
が
い
を
持

つ
方
の
技
能
訓
練
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
の

福
祉
施
設
で
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
利
用
者
は
、収
入
確
保
と
社
会
に
必

要
な
知
識
と
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
に
、町
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
一

部
の
清
掃
業
務
も
担
い
ま
す
。 

今
後
の
で
ん
で
ん
の
運
営
は
、町
内
に
障

が
い
者
の
就
労
支
援
の
場
を
ど
れ
だ
け
広

げ
、地
域
社
会
と
か
か
わ
っ
て
い
け
る
か
が

課
題
と
な
り
ま
す
。 

「
障
が
い
者
の
能
力
を
伸
ば
す
に
は
、

様
々
な
分
野
で
社
会
参
加
す
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。彼
ら

が
町
で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
が
必

要
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
考

え
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
、
で
ん
で
ん
の

鈴
木
英
次
施
設
長
は
話
し
ま
す
。 

 

 

 

中津川にあるバイオマス製造施設 

木質ペレットストーブ 

福祉事業所「でんでん」 

技能訓練に使う「さをり織り機」 
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東京飯豊会創立五十年に寄せて  飯豊町議会議長 菅野 富士雄 

東京飯豊会創立五十年に寄せて    飯豊町長  後藤幸平 

 このたび東京飯豊会が50周年

の記念の年を迎えられました。

昭和35年に設立されてから半世

紀の歳月を重ねたことになりま

す。まことにおめでとうござい

ます。 

いまでは朝一番の新幹線に乗れ

ば、9時過ぎには東京駅に立つこ

とができます。昔は朝発って夕

方に上野駅に着くか、夜行列車なら夜の10時ごろ

赤湯駅から乗り込み明け方の５時ごろに上野に着

くというありさまで、東京は本当に遠く「東京に

行く」ことはまさに「男子志を立て郷関を出ず」

の感があったと思います。 

現在の大都市の繁栄は、一大決心をして地方各

地から集まった皆さんのご努力によって達成され

ました。一方、ふるさと飯豊も近代化の歩みを進

め、かやぶきと障子戸、いろりに火を焚く生活か

ら「ガス水道とあげ流し」の台所になるなど、

すっかり変貌したように見えます。しかし、美し

い山並みや清らかな川の流れ、土と草の匂い、ふ

るさとを守る人々の気持ちはまったく変わらない

ままなのです。「田園の息吹が暮らしを豊かにす

るまち」を合言葉に、むらの「にぎわい再現」を

めざしてがんばっています。どうぞご期待くださ

い。 

結びに東京飯豊会のますますのご隆昌を心から

お祈り申し上げます。 

 本年、東京飯豊会が創立五十

周年を迎えるにあたり、議会を

代表してお祝いの言葉を述べさ

せていただきます。 

 冒頭に、毎年総会の折、ご招

待をいただいておりますこと

に、紙面をお借りいたしまし

て、お礼を申し上げます。 

 五十年という長きにわたり、継続、発展できま

したのも、会員の皆様のご努力はもとより、創立

当時から脈々と受け継がれた役員の方々の結束の

賜物とご推察申し上げます。総会の折にお聞きし

たお話や、広報誌の投稿を拝見しますと、故郷を

後にし、見知らぬ土地で人生を切り開き、ご家庭

を築かれ根づき、日本の繁栄に多大なご貢献をい

ただいたことに、改めて敬意を表するものです。 

 全国的とはいえ、町の人口も減り続け、集落の

機能も麻痺し始めておりますが、農村を日本の原

風景として、後世に残すのも議会の仕事と思って

おります。 

「都農(とのう)不二(ふじ)」という言葉がありま

す。都会と農村は別々のものではなく、一つとな

り共存することだそうです。民主党政権では地域

主権が提唱されております。都市と農村・消費者

と生産者という対立構図ではなく、相互理解のも

とに国づくりが行なわれるものと信じておりま

す。このような時、飯豊会の存在は田舎に住む私

達にとって力強く、頼もしく、末永い良好な関係

をお願いするものであります。 

 最後に、皆様の益々にご健勝とご多幸、重ねて

東京飯豊会の更なるご発展をご祈念申し上げ、お

祝いの言葉といたします。 

 東京飯豊会が誕生して50周年

の大きな節目の年を迎えられ、

誠におめでとうございます。と

同時に、半世紀にわたり連綿と

して飯豊会が継続されたこと

は、会長さんをはじめ、会の運

営に携わられてきた方々の並々

ならぬ努力があったればこそで

あり、改めて心からの敬意と感

謝を申し上げます。さて、室生犀星の『ふるさと

は遠きにありて・・・』に始まる詩があります

が、飯豊会が創設された50年前は東京まで12時間

余りを要した、文字どおり遠い異郷の地でありま

した。“同郷のよしみ”が集い、故郷を語り、励

まし合う機会を提供してくれる飯豊会に寄せる皆

さんの思いが大きいことを感じたのは、町の特産

品を持込、あるいは獅子舞など郷土芸能を演ずる

方々と連れ立って総会に出席したおり、皆さんが

目に涙して感動しておられました。その姿に思わ

ず一緒に涙腺を緩ませ感動を共にしたことが、つ

い昨日のように思い出されます。今、皆さんのふ

るさと飯豊町は、県下でも“元気な町”として評

価いただいております。飯豊会も、この度の50周

年を契機に一層飛躍されますことと、会員の皆さ

んも“ふるさとは近きにありて・・・”となりま

したが、故郷との絆を寄り強くされ、６０・７０

周年をご壮健にて迎えられますことをご祈念申し

上げ、心からのお祝いといたします。 

『東京飯豊会創立50周年に寄せて』  山形県議会議員 小池克敏 
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  ふるさと飯豊を離れ、東京の地

でご活躍される皆様の親睦の場と

して、また、心のよりどころとし

て歴代の会長様をはじめ役員の皆

様、会員の皆様のご努力により活

発な活動を継続され、会が大きく

ご発展なされたことに敬意を表し

ますとともに、東京飯豊会創立50周年を迎えまし

たことに心よりお祝いを申し上げます。 

さて、飯豊町観光協会は、趣旨に賛同いただけ

る町内の会員の方々に支えられ、豊かな自然、温

かな人情をはじめとした｢飯豊町の魅力｣を広く

知って貰い、多くの方に飯豊町を訪れていただく

ことにより、観光をとおした産業の振興、まちづ

くりに努めておりますが、まだまだ力不足ですの

でぜひ東京飯豊会の会員の皆様にもお力添えをい

ただき、飯豊町の観光大使として周りの方々に四

季折々の「飯豊町の魅力」をお知らせいただくこ

とをお願いしたいと存じます。 

最後になりますが、東京飯豊会が今後ますますご

発展なされることをご祈念し、お祝いのごあいさ

つといたします。 

飯豊町観光協会会長 鈴木忠好 東京飯豊会創立五十年に寄せて 

東京飯豊会五十周年の歩み  副会長 國分秀高 (萩生 ) 

 東京飯豊会の歩みを振り返ると

長い歴史を感じ、会を興された舟

山繁太郎顧問の足跡の偉大さに頭

が下がります。 

 故郷を想う仲間が集う大きな輪の

広がりが東京飯豊会の今日の盛り

上がりの原点でした。しかし、五

十年の歳月には大変なご苦労が有った事と思われ

ますが、歴代の会長はじめ役員の方々のボラン

ティア活動のお蔭で支えられました。年一回の総

会に向けて日々の活動、町との交流等さまざまな

事が思いおこされます。今では会員数も増え、世

代を越えて若い方の参加も増えて居ります。恒例

のつきたての餅の振舞い（近年納豆餅でなく残

念）イベントも色々企画され、特に節目の年には

特別な企画で町の踊り、萩生の中ノ目八幡神社、

椿の涌沼神社等の参加が有りました。その時には

町から大勢の参加で主催準備は大変な思いをしま

したが、出席の方々は故郷を思い出し、小さい時

の笛、太鼓の音がドンドンと心に響き獅子舞いの

振り方はとても感動でした。 今年も五十周年で

祭りの再現が有り楽しみで胸がワクワクです。や

はり幼少の頃の祭りの思い出は一番の楽しみであ

り、あの感動は何時までも心に残る１ページで

す。これからも町との交流を深めながら東京飯豊

会が長く存続され、益々の発展を願って居りま

す。そして多くの会員が参加され、共に話の輪が

広がり故郷の言葉に愛着を感じ、田舎に帰省した

ような感覚で話せてホットする場所が何時までも

続く事を願って居ります。東京飯豊会が又、大き

く成長していくのを見守って行きたいと思いま

す。  

５０周年記念によせて  織田洋典（中津川・南陽市在住 ）  

 昭和３９年に中津川（下屋地）を

離れ、米沢を皮切りに木材を業とし

て山形県内を転々としながら、平成

２年より現在の南陽市宮内に落ち着

きました。歳を重ねる毎に生まれ

育った故郷に未練が募り、平成９年

に第三の県民の森として中津川地区

に「源流の森」が開設されたのを機に、その案内

人として関わって居りましたが、３年前の平成１

９年に心を同じくする同志とＮＰＯ法人「美しい

やまがた森林活動支援センター」を立ち上げまし

た。故郷に「企業の森」の誘致による森の造成な

どのお手伝いをしながら、森と人を繋ぐ活動に楽

しく取り組んで居ります。 此の度は飯豊町役場

より廃校となっていた小屋分校をお借りし、森と

人との交流の場とすべく色々な方に声をかけ、活

動を展開しております。中津川には多くの草木塔

が散在し、その密度は全国にも例がなく、先人の

森に対する畏敬の念の強さを表す特筆すべきもの

と思われます。これを中心テーマに据えた集い

を、全国の大学などに声掛けし森林講座として開

いてみたいと思い、現在分校の修繕工事を行って

いる所です。東京飯豊会の皆さんにも是非ご利用

頂き、共に活動の輪に入って頂ければ有り難い次

第です。行き止りの中津川も来年には岳谷集落か

らブドー沢を越えて福島県に通じる大規模林道が

開通するとの事ですから更に多くの人々と交流も

出来るものと喜んでいる所です。故郷、飯豊町に

は日本一の田園散居集落の風景、全国一の規模を

有する森林財産区、豊富な農林畜産物などの沢山

の宝があり、それらが生かされてこそ町の発展に

繋がるものと信じます。  

 5 0 周 年 記 念 特 集 
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 雄大な飯豊山を眺め、最上川の源

流白川の清流に潤われ緑豊かな恵ま

れた環境で生まれ育った私達。 

 首都圏に出て生活する郷友の親睦

会、東京飯豊会が誕生してめでたく50年記念総会

を迎えますことは、誠に喜ばしく存じます。 

 旧豊原・豊川・添川各村の統合した中学校建設

を記念して、樋口勝雄氏、舟山繁太郎氏が中心と

なり、当時の学校建設員横山栄吉先生や役場企画

係芳賀喜重氏等と連絡をとりながらテレビを寄贈

の為の活動を展開し77,300円の寄付が寄せられ昭和

35年9月1日飯豊中学校落成記念式典でテレビ1台を

贈呈しました。 これを期に、飯豊町出身者の

「ふるさとを大切にする」気持ちが急速に高ま

り、贈呈発起人が中心と成り飯豊会結成の準備に

取り掛かりました。 

その後、飯豊町出身者親睦会（昭和36年1月）飯

豊会発起人会（昭和37年5月大塚）を重ね、昭和37

年10年14日に池袋において「東京飯豊会」が誕生

しました。 

昭和46年、町、農協、竹田婦人部長、菊池青年

部長らによる「もちつき」大会を開催しました。    

評判良く以後10年間継続実施し、総会時の「も

ち」は一番の御馳走になり現在も続いています。 

このように故郷遙かにして競争,激甚なる都会で働

く同郷の私達こそ、兄弟にも優れる愛情を持って

お互い相寄り助け合い、楽しい人生を送ることが

できると信じ、これから更に郷土愛を胸に故郷飯

豊町と融和・協調し共に永遠の発展を願い、お祝

いといたします。 

東京飯豊会５０周年を祝して  最高顧問 舟山繁太郎  

東 京 飯 豊 会 5 0 年 間 の あ ゆ み 

この趣意書が『東京飯豊会』誕生の出発点となりました 提供/舟山繁太郎 

(過去の寄稿文より広報部で、纒めさせて戴きました) 

ご連絡 
当会の創立にご尽力されました最高顧問・舟山繁太郎さんが2月１6日逝去されました。 
享年９７才。故人のご功績を偲び、謹んで哀悼の意を表します。 
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昭和37年(1962) 

昭和40年(1965) 

昭和43年(1968) 

昭和51年(1976) 

昭和56年(1981) 

平成9年(1997) 

平成12年(2000) 

初代根本義五郎会長 

第２代井上養蔵会長 

昭和41年第5回総会 

第３代宇津木孝助会長 

第４代中川佐助会長 

第５代荒木昌一会長 

第７代木村 武会長 

第６代小笠原辰男会長 

東 京 飯 豊 会 5 0 年 間 の あ ゆ み 

昭和63年10月桜植樹 

昭和45年第9回総会 

       昭 和 4 3 年 第 7 回 総 会 銀 座 ホ テ ル 

昭和３９年 スクールバス開始 

昭和44年第8回総会 

昭和３８年 豪雪 

米坂線２８日間運休 

昭和４２年 羽越水害 

住宅流失・半壊５４戸 

橋梁流失２３橋 

昭和５４年 役場椿へ新築移転 

平成４年飯豊中現校舎完成平成４年飯豊中現校舎完成  

平成8年5月桜植樹記念バスツァー 

平成4年9月伊豆旅行 

平成10年9月房総旅行 

平成14年9月最高顧問･舟山繁太郎卒寿祝い 

平成7年桜植樹碑完成 

昭
和
三
十
五
年
旧
校
舎

完
成 

昭和６３年町制施行30周年記念 
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 去る７月１１日の役員会において会長職

退任を了承されました。 

 ２期４年余にわたりふるさと会発展の

為、非力な私に対し役員及び会員みなさまのご協

力を戴き無事この日を迎える事が出来ました。 

 深く感謝申し上げます。 

歴代町長はじめ、町各分野の皆様のお力添えに対

しあらためて御礼申し上げます。 

1960年代より今日まで紆余曲折を経た故郷会での

５０年余の歳月、多くの人々との交わり、一期一

会には感慨深い想いがあり私の人生に多くの彩り

を戴きました。 

故郷を離れる人々がある限りふるさと会は存在し

ます。 

 今日の社会現象、世情を直視すれば、人と人、

地域社会の結び付きは意識的強化を要請されてい

る時代であります。 

新会長の山口弘二氏は各種のボランティアで

ワールドワイドに活躍されておられ、東京飯豊会

の発展実現の為に大いに力量を発揮される事で

しょう。 

役員及び会員皆様におかれましては新会長のも

と、東京飯豊会隆盛発展を願い、多大なるご協

力、ご尽力下さいます様お願い申し上げます。 

顧問  高橋正孝  会長退任ごあいさつ 

東 京 飯 豊 会 5 0 年 間 の あ ゆ み 

平成15年(2003) 

平成18年(2006) 

平成22年(2010) 

平成23年(2011) 

第8代谷本亮司会長 

第9代高橋正孝会長 

第10代山口弘二会長 

平成15年3月 会報・ 

東京いいで会創刊 

平成20年9月 修学旅行中の飯豊中学生

との交流会 

平成19年6月 故郷訪問バスツァー 

平成19年9月いいでＦＵＮＣＬＵＢ設立 

髙橋 前・飯豊会会長・副会長に就任  

平成8年5月故郷訪問バスツァー 

少人数に分かれての意見交換会 

黒べこ祭りに参加 さくらんぼ狩り体験 

新体制での50周年記念事業・検討開始 
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古稀を迎え 

 手の子担当の横山です。地区会員の

皆様には何時もご協力有難う御座いま

す。東京飯豊会も５０周年を迎えます

が、ひとえに会員の皆様のご協力とご

理解の賜物と深く感謝しております。

私事ですが、御蔭さまで昨年元気に古稀を迎え

ました。飯豊会には２０年以上のお手伝いをさ

せて頂き、役員の中では高年齢に成って参りま

した。世代交代については常に考えて居る所で

すが、どなたか役員を受けて下さる方が居られ

たら有り難いと思います。 

手の子地区だけの悩みでしょうか？ 何時に

成ったら解決できる事でしょう。後継者が出来

るまで山口会長、他の役員と共に頑張って前進

していきたいと思って居ります。   

横山忠雄(手の子 ) 

東京飯豊会との出会い   手塚久雄  (萩生 ) 

 私たちは第１回飯豊中学校卒業生（昭

和３４年３月卒）であったが統合校舎で

学ぶことなく、東部地区（添川・松原）

で成育し、学んだ５３人の仲間であっ

た。卒業以来５１年振りの再会に期待を込めて参

加した。１０月２４日福島県奥飯坂温泉で小学校

で担任目黒先生、中学校で担任土屋先生をお迎え

し、１８名の同級生と共に旧交を暖めた。 

最初は幹事用意の名簿と集合写真と見比べなが

らの確かめ合いでありました｡ほどなくモザイクの

ような記憶が結びつき、一挙に昔に戻って、訛り

を交えての話,笑顔,笑いの連続であった。故郷・

先生・同級生とは根っこで繋がっているんだとの

思いを新たにした。 

宴席では恩師より明晰に当時の学校・生徒の有

様、修学旅行での思い出等のお話と併せ生徒の成

長（立派な大人になったもんだ）を喜んで頂きま

した。 

乾杯は大浦君（赤湯で大浦ワイン醸造・社長）

の差し入れ「ヌーボーのロゼワイン」でした。う

まがったごと。おしょうしなあ～。ええ同級生

持ったもんだの声。 

宴の進むなか、各人から今までこと、今のこと

の紹介があり、今更ながら感嘆と頷きを交わした

ものでした。お風呂に浸かり尽きることなき会話

で癒しの一夜、それぞれに名残惜しく、今回来ら

れなかった人にも声をかけての再会を約しまし

た。  

えがったなあ～ 同級会                           新野 孝司 (添川 ) 

Ｏｖｅｒ ｔｈｅ ｈａｌｆ ｃｅｎｔ

ｕｒｙ ２０年程前アメリカ駐在で５０

歳を迎え、「よくぞ半世紀を生き抜い

た」とオフィスの米

人仲間から派手な誕

生祝パーテイをやっ

て貰った。東京飯豊会も５０

周年（半世紀）を迎えその歴

史の重さに感動をおぼえま

す。飯豊会との出会いは平成

５年海外駐在から帰任、上京中の母と川崎に住む

妹から誘われ総会に参加、故荒木会長から強引に

役員に任命され事務方としてのお手伝いが始まり

でした。その頃の事務方は人海作戦的で苦労も多

かった、パソコンの経験を生かし、事務省力化の

基礎作りに少しはお役に立てたと自負している,一

方で平成１５年飯豊町の中津川山村留学を私の住

む桶川市に紹介、翌年から短長期にわたり子供た

ちが貴重な体験をしております、これを機に桶川

市と地域交流が始まり、毎年秋に市で開催される

「全国ふるさと祭り」には飯

豊町からも特産品持参で参

加、特に大きな芋煮鍋が人気

です。又昨年の秋、桶川市制

４０周年記念式典に飯豊町か

ら後藤町長、管野議長が招か

れ挨拶されました。余談です

が私たち絵画クラブも桶川市

の芸術文化に貢献したとの事で感謝状を頂きまし

た。定年後は念願だった絵に没頭！絵三昧の日々

にちょっぴり感謝、東京飯豊会４０・４５周年に

未筆ですが油彩の絵を町に寄贈、町民ホール

「あーす」に展示されてます。この様な活動が会

の事業に少しお役に立てたということで平成１９

年度の総会で感謝状を頂き大変恐縮しました。 

長い歴史と伝統に育まれた東京飯豊会、出会いに

感謝し、これからも先輩の意志をしっかり受け継

いで守って行きたいと思う。 
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飯豊会の会員皆様におかれまして

は、日々ご活曜されるとともにご健

勝でお過ごしのことと拝察いたしま

す。 

平成２２年３月に開催されました総

会後に新役員として選出され、役員会にて承認

されました渡部隆（黒沢地区出身）です。 

 私は、戦後の第一ベビーブームに誕生した世

代で４０歳台頃から飯豊会に参加させて頂き、

懇親会等では先輩・後輩の隔たりもなくまた、

面識のない方でも同郷であると言うだけで故郷

での思いで話が飛び交い、気さくに会話ができ

たものです。解散後は同級生との二次会等で懇

談し、一日が楽しく過ごすことが出来たもので

あります。 

最近では若年者の会員及び総会への参加者が

年々減少しているように見受けられ、特に私の

出身地区である黒沢地区が減少傾向に思われま

す。今年は、飯豊会発足５０年を迎える年でも

あり、この機会を境に参加者が増加するような

アイデアと検討を役員一同が行っておられ、私

も一員として頑張って行きたいと思っておりま

す。 今後は、役員の皆様方からご指導を仰ぎ

ながら微力ではありますが飯豊会を盛上げる為

努力する所存でありますので宜しくお願い申し

あげます。 

 新役員のあいさつ             渡部 隆(黒沢) 

 今回の里帰りは１１月６日、飯豊中

学校(昭和３６年卒)の同級会が「いい

で旅館」で３年ぶりに開催、旧友との

再会が目的。集結したのは、北は小樽

市から西は富山市までの３０名。 

 会を重ねる毎に参加人員が少なく

なってきているのが少々気になります

が、飲むお酒の量と時間は熟年パワーを発揮し、

若き時代と変わることがなかったようです。当時

は、中学校は統合され新しい校舎であったが体育

館は建設中、２年の２学期時に豊原中から引越

し、始業式は廊下で行ったことを記憶していま

す。 

翌日は、完成したばかりの長井ダムを見学。ダ

ム上流に架けられた竜神大橋から見た菅野ダムは

水没寸前、展望した山々の頂は冬化粧、木の葉は

赤・黄に染められ、美しい紅葉の風景を見ること

ができました。どんでん平らのゆり園に戻り、展

望台から見た風景も格別、すばらしい集落の姿を

見ました。また、キノコ取りも体験しモタシ等の

収穫があり、次回は展望台でキャンプし、芋煮会

でもやりたいな～との声が上がりました。 

 これまで、所用を済ませ、忙しく親戚回りをす

るのが日課でしたが、これからは、余裕をもって

帰り、町内の隅々まで足を伸ばし良き故郷を探索

することにしたいと想いました。 

 故郷を想う                 志田幸次(椿)  

 小学生の頃の遠足、長井の戸田公

園に桜（久保の桜）見学。 

 桜の美しさは勿論ですが見物の

人々の賑やかさに驚きました。 

 お弁当の中身は学校での弁当とは

違い、小麦粉を入れた淡い黄色の大

きな卵焼きで又ビックリでした。 

 あれから数十年が過ぎた春に郷里の知人から素

晴らしい短歌の書いてあるお便りが届き、そこに

も「長井の桜」が詠まれてました。 

 私の大切な宝物と成っています。 

中学一年生では各地区からの新しい大勢の友達が

出来ましたが、それもとても大昔の事と成ってし

まいました。 

 「大平」初めて聞く地名で萩生十文字から随分

遠い場所とか（現在も地名が有るかどうか？）。 

そこに“紫の綺麗なアケビ”が沢山なる山が有る

と聞き、同級生のちえちゃん、勝子ちゃんに「貴

女もアケビを手にしたら嬉しくなるはず」と誘わ

れました。 

 数週間後の約束した日までワクワク、ソワソ

ワ、ルンルン気分で授業もうわの空。 

待ちに待った当日は晴天に恵まれ、遠い大平まで

の往復、くたくたに成りな

がらも、受けた感動は今も

ハッキリ覚えています。 

 アケビの美しさと美味し

さを忘れられずに、毎年秋

口にはデパートを探し回り

高価であっても買い求めて

しまう始末です。 

 故郷は遠くに成りて叶わ

ず、近くでの購入と成ってしまいました。 

現在は同級生との多摩川河川敷での“いも煮会”

に参加し昔話に花を咲かせて頂いてます。 

   

     心に残る思い出の地              鈴木 梅子 (中 ) 
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＊手の子地区  舟山  繁勝  
 手の子の落合部落で育ちまし

た。小国に通じる国道１１３号線

は昔は狭い山道でしたが、現在は

立派に整備された新道に成りまし

た。小学校高学年だったと思いま

すが同級生３人

（女 子 ２名 と 自

分）で汽車の通ら

ない時間の宇津峠

の真っ暗なトンネルを抜けて山に

「わらび」採りに行きました。

今、思うと怖いもの知らずの冒険

でしたが懐かしい思い出です。

又、山菜採りに出かけた時、急な

夕立に遭い丁度有った山小屋で雨

宿りして止んだ後、道まで下りて

通りすがりの車に乗せて貰って

（今ならヒッチハイクと洒落込

み？）助かった思い出です。 

＊黒沢地区   中根 友利子  
 私が生れ育った黒沢の大地町という所は雑貨屋

さん、お酒屋さん、タバコ屋さん、自転車屋さ

ん、せんべい屋さん、魚屋さんなどがあり、人や

車の流れがありました。パンやお菓子を買い

によく行った店があり、くじ付きの駄菓子な

ども売っていたので、他の子どもたちも来て

いました。 

 その店の隣りに大工さんの家があり、その間

の道が、子どもたちの遊び場になっていました。 

お寺に続く道でしたので、入口に石の門があり、

鬼ごっこで鬼になった人はその門によりかかりな

がら数をかぞえたりしました。 

大工さんの「屋敷林」の杉の木の根もとに丸太が

重ねて置いてあり、格好の遊び場でした。道幅も

狭く、あまり自転車や車も通らなかったので思

いっきり遊べたように思います。大きい子

から小さい子まで一緒になって、駆けっ

こ、かくれんぼ、鬼ごっこ、ビー玉、メ

ンコ、陣取りなどいろんな遊びをしまし

た。近所の人にとっては、さぞうるさ

かったことと思いますが、いつも何も言

わず見守ってくれていました。楽しくワイワイ

言いながら、日が暮れるまでよく遊びました。今

は、その遊び場もなくなってしまいましたが、な

つかしく思い出されます。  

    昔懐かしい場所昔懐かしい場所  

顧問  高橋  正孝  

 ２０１０年４月２７日に告別式が

取り行われました。 

「先日の役員会は親戚での催しもの

と重なった、次回は必ず参加した

い」と電話でお声を聞いた数日後の

こと、その訃報は余りにも突然でし

た。 お通夜、お葬式と２日間にわた

り東京飯豊会の関係者多数の参列に対し、また会

員の皆様にどんなにか慕われて居られた様子にご

遺族様から驚きと感謝のお言葉を頂いた事、ご報

告いたします。 ご遺族の皆様にはあらためて哀悼

の意を申し上げます。 

 若き日より東京飯豊会に参加、事実上のライフ

ワークとされ、常に故郷と町出身者に絶える事の

ない愛情を注がれ、永年役員として献身的な活

躍、ボランティヤ精神を発揮されました。 

 特に会長職時代は４５周年記念イベントとして出

身地区の「涌沼神社の獅子舞い」招聘 実現に絶

大な努力をして頂きました事は東京飯豊会会

員に何時までも記憶される事でしょう。 

 あの柔和で温かなお人柄に接する機会は永

遠に無くなり誠に残念です。 

安らかなご冥福をお祈り申し上げます。 

 谷本氏のご遺志は東京飯豊会の持続的な発

展であり、この至高な想いを会員様、役員み

んなで守って参りましょう。 

  

哀悼の辞 ８代目会長 谷本亮司氏ご逝去  

＊中津川地区  伊藤 茂  
 現在、白川莊のテニスコート

の東端が、生まれた家が有った

所である。 

 隣が寺（正光院）

で銀杏の木は、鎌倉

鶴ケ岡の銀杏より太

かった事と思います。 

 部落の中心は八幡神社で初

詣、秋の大祭と思い出はたっぷ

り、社殿前の広場は子供達の遊

び場だった。今では、ダム水没

慰霊塔と本殿だけ、広場は白川

莊と道路になった。 

ふるさとを離れて４５年、懐か

しく想い出されます。 
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第４９回東京飯豊会総会・懇親会盛大に挙行さる 

きれいにとってなっし！ 

高橋会長挨拶 
伊藤・中津川農家民宿組合長挨拶 

友好団体・関東致芳会の皆さん 

総会・受付風景 

 ３月７日（日）日暮里「ホテル・ラングウッ

ド」にて会員様始め２００名余の参加と、山形県

県議会議員の小池様、飯豊町後藤町長、後藤副町

長、菅野町議会議長、各町議会議員の皆様、町行

政関係、ＪＡ山形おきたま飯豊支店代表、なかつ

がわ農家民宿組合長、各友好交流団体の東京川西

会、関東致芳会、花回廊ようざんロードを作る会

様をお招きして開催しました。 第一部は高橋会

長の挨拶に続き、会務報告、会計報告、会計監査

と議事を進め、来賓の御挨拶には後藤町長よりめ

ざましい町の発展の状況と当総会へのご祝辞を賜

りました。 第二部は菅野町議会議長の町特産

“どぶろく”での乾杯で幕あき。つづいて小池県

議会議員よりご祝辞、伊藤中津川農家民宿組合長

から今後の取り組みの説明有りました。 

 ほろ酔い気分の中でメインイベント「民謡ショ

ウー」“民謡は心のふるさと、歌と踊りでお国め

ぐり”の開演です。オープニングは「真室川音

頭」全員で歌と手拍子の参加。懐かしい民謡の

数々、やすき節（どじょうすくい）の滑稽な踊り

に大喝采の内にラストとなり、フィナーレの「花

笠音頭」では町長始め大勢の飛び入りの花笠踊り

で大盛り上がり。 いよいよお楽しみ抽選会！ 

当選の方“おめでとうございま～す” 残念な方

“来年に期待してくださ～い”  悲喜こもごも

の内に全員で「ふるさと」の大合唱。町から小関

さん、当会から国分さんの万歳三唱で来年の再会

を約束しお開きと成りました。「来年は５０周年

だから又、ござっておごえなー」でのお見送りで

した。               (齋藤記) 

後藤飯豊町長挨拶 

いや～久しぶり！ 

会費何ぼだべ 

あんこ甘まいがな？ 

島田会計・会計報告 

良い声で~す 

やす～き～♫ 

わくわく、どきどき 抽選会 

町長賞・おめでとう! 

舟山・最高顧問元気で～す 

名残惜しいですが 

万歳三唱でお開きに!!! 

東
京
飯
豊
会
・
役
員
一
同 
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東京飯豊会・役員東京飯豊会・役員東京飯豊会・役員   活動状況活動状況活動状況   

 横山     川合   山口   國分    手塚 

 織田    佐原   宮 城 

伊藤   佐藤  新野  中村   土田 

渡部    島田 

深瀬   伊藤   井上   志田  齋藤 

髙橋     川村 

渡
部 

鈴木 小川 

役  職   氏  名 出身地 

会  長 山口 弘二 中津川 

副 会 長 

國分  秀高 萩 生 

横山  忠雄 手ノ子 

手塚  久雄 萩 生 

川合 かよ子 手ノ子 

企画部・部長 新野 孝司 添 川 

企画部 

中村  美寿 添 川 

佐藤  包子 小白川 

土田 正一 椿 

伊藤  茂 中津川 

幹 事 長 佐原 利博 小白川 

副幹事長 
宮城  慶吾 中津川 

織田 英昭 中津川 

事務局長 志田  義雄 椿 

事 務 局 

井上  和雄 黒 沢 

斉藤ふみゑ 手ノ子 

志田 幸次 椿 

広報部・部長 井上  和雄 黒 沢 

広 報 部 

斉藤ふみゑ 手ノ子 

深瀬  忠次 添 川 

伊藤  茂 中津川 

会計部・部長 渡部 志郎 中 

会  計 島田  栄子 手ノ子 

会計監査 
今村ひろ子 高 峯 

手塚 敏浩 黒 沢 

幹   事 

小川 悦男 椿 

鈴木 伊勢夫 小白川 

吉田  キヌヨ 高 峯 

山口美恵子 萩 生 

池田  さだ 小白川 

中澤  サタ 椿 

二瓶 孝徳 小白川 

渡部  隆 黒 沢 

川村  博 中 

最高顧問 舟山 繁太郎 小白川 

顧    問 
小笠原 辰男 添 川 

高橋  正孝 中津川 

相 談 役 

長沼   清 手ノ子 

樋口  昭二 萩 生 

佐藤  善治 黒 沢 

男鹿  善次 中津川 

八鍬  勝夫 高 峯 

浅野  慶吉 添 川 

志田幸  志田義 井上 齋藤 

今村   手塚 

吉田  山口 二瓶 

役員会風景 

広報部・会報編集作業中 

役員全員で総会案内発送作業！ 
会員の皆さん総会でお会いしましょう～！ 

役員全員でおまちしてま～～～す！ 

役員の方のお店(花笠)での2次会風景 役員会終了後の新年会風景 

袋
詰
め
間
違
う
な
よ
～ 

 

イ
ヤ
ー 

 
 

１
０
０
０
通
だ
！ 
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平成22年度 年会費納入者御芳名 (敬称略) 2010/12/31現在 

会員様257名の方々のご協力により、ここに東京いいで会報を発行する事が出来ました。有難う御座いました。 

黒沢 梅津勝美 梅津ミヨ子 蒲谷春夫 菅野由佳 小林秀 佐藤善吉 佐藤忠志 佐藤留喜 

14名 島貫富栄 高橋雅子 中根友利子 原田洋子 平山くに 渡部隆     

小白川 安部春次 石島サダ 上田隆 梅津要一 太田節子 小野幸一 片岡豊子 佐原芳弘 

17名 平君代 高橋八郎 田辺俊彦 千葉マサヨ 二瓶武司 舟山茂文 舟山睦男 舟山吉次 

  溝呂木清治               

添川・松原 芦川裕子 安部正良 荒木ふじ子 伊藤憲子 上野文次 宇田京子 梅津勲 小関こう 

27名 岡安弘子 勝見俊秀 金原ちゑ子 小松勇吉 斉藤勝 佐藤よね子 山水まさ 志田俊作 

  志田尚作 島田四郎 庄子良子 鈴木孝男 高橋はま子 田中とし子 新野善行 二瓶文夫 

  森博子 山口紘紀 米野清孝           

高峰 伊藤正光 井上志げ 井上武雄 沖田みゑ子 川口茂雄 鈴木清子 高橋正弘 本間元 

11名 矢部みを子 横山文男 和田清美           

 椿  青木典子 安部貞夫 伊藤順康 伊藤一敬 伊藤清一 伊藤薫男 伊藤正義 井上博司 

30名 上原三男 大富博 岡文子 岡本輝子 片野英子 加藤文雄 加藤洋子 川嶋トシ子 

  金田フサ 菅野栄三 後藤キミ 小林まち 佐藤ます子 清水ﾊﾙｴ 高橋叔子 高橋弘子 

  中村幸子 新野豊明 堀江徹 松下信子 松山倉夫 松山清次     

手ノ子 池田典子 今原幸子 大野ｼｽﾞｴ 大場マサ子 奥山俊昭 奥山保弘 金森美恵子 小池喜美恵 

20名 佐村孝作 佐山次夫 島田源三 鈴木貞次 鈴木三男 長沼克敏 舟山清成 舟山好一 

  舟山繁勝 巻坂衛 横山ユウ子 渡部昭雄         

 中  青木勝美 青木道子 青木しげ子 朝倉重美 朝倉建 安達宮子 位下和子 臼井八重子 

30名 川村博 菅野義徳 木村幸子 篠原五郎次 嶋貫勝利 島貫正十三 嶋貫浩 城戸かつこ 

  鈴木梅子 鈴木昭作 高橋英子 田所昌子 長岡信司 長岡俊昭 新留静子 錦織明美 

  野原致子 福島ﾐﾖ子 峯田有一 村上栄一 若林敬一 渡部聡征     

中津川 井上まち子 井上功 井上啓助 小川京子 奥田百合子 川崎通男 古藤光康 後藤昭輔 

22名 後藤篤志 鴻巣邦夫 早乙女ｷﾖ子 佐藤栄子 酒井博 鈴木政次 鈴木芳助 鈴木萬 

  引地タミ 丸山光雄 山口達男 山口哲男 横山建司 渡辺常雄     

萩生 浅間朝子 五十嵐ﾖｼ子 伊藤光栄 伊東武義 浮谷栄子 宇津木栄三郎 宇津木秀三 宇津木吉美 

48名 梅津文蔵 海老沢真砂子 大家梅子 岡野芳子 小野寺瑠璃子 折原うめ 嘉藤秀一 嘉藤六郎 

  菅利夫 菊地清 木村清 組谷信子 小島三代子 後藤敬信 後藤昭雄 後藤節子 

  小林スイ 小松繁 坂田美江子 坂本喜美子 佐藤豊子 柴田かね子 嶋津和心 高橋勝治 

  高橋茂夫 田口朋子 谷口秀子 手塚久良 手塚太 富永信子 中山淑子 那須ｷﾖ子 

  長谷部俊美 樋口勝男 樋口孝 廣瀬廣子 山田正子 渡部新吾 渡部とく 渡部博士 

役員 池田さだ 伊藤茂 伊藤長七 井上和雄 男鹿善次 小笠原辰男 小川悦男 織田英昭 

38名 川合かよ子 國分秀高 小関恭雄 斉藤ふみゑ 佐藤善治 佐藤包子 佐原利博 志田幸次 

  志田義雄 島田栄子 鈴木伊勢夫 須藤勝志 高橋正孝 谷本亮司 土田正一 手塚敏浩 

  手塚久雄 中澤サタ 長沼清 中村美寿 新野孝司 二瓶孝徳 深瀬忠次 宮城慶吾 

  八鍬勝夫 山口弘二 山口美恵子 横山忠雄 吉田ｷﾇﾖ 渡部志郎     
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東京飯豊会・会則 
 

第１条 名 称  本会は東京飯豊会と称する。 

第２条 会員資格 本会は山形県飯豊町出身者で、東京および東京近県内に居住する者で組織する。 

 また、出身者の縁故者で希望するものは入会を許可する。 

第３条 目 的  本会は会員の親睦と郷里との交流等に関する事業を行い、これらを通じて互助共栄を 

 図ることを目的とする。 

第４条 会 費  会員は会の維持費として、一家族当り年間1500円の会費を納入するものとする。 

  本会の運営費は会費、事業収入、寄付金及びその他の収入をもってこれに当てる。 

第５条 役 員  本会は下記の役員をおく。 

          会長   １名  副会長  若干名  幹事長  １名  副幹事長 若干名 

          広報部長  １名  事務局長  １名  企画部長  １名    会計部長  １名 

          会計  若干名  会計監査    ２名    幹事    若干名  

第６条  役員選出  会長の選出は役員会が行い、その他の役員は会長が任命する。役員の任期は２年と 

         し、再任を妨げない。 

         役員は任期終了後でも後任者の就任までその任にあたるものとする。 

第７条 役員の任務 

  １．会長は本会を代表して会務を総括する。副会長は会長を補佐する。 

  ２．幹事長は会長の指示により役員会を召集し、会務を役員会に諮り、 

    実務を具体化する。 

   副幹事長は幹事長を補佐する。幹事は実務を担当する。 

  ３．事務局長は立案された会務を幹事長と協力し、事務全般を行う。 

  ４．広報部長は会報の発行、事業の広報に関する実務を総括する。 

  ５．企画部長は事業を行うための企画を立案し、役員会に諮る。 

  ６．会計部長は会費の徴収、予算の立案、事業費の収支等の実務を総括し、会計報 

    告を役員会に報告し、決算報告を総会において行う。 

  ７．会計監査は会計及び財務について監査し役員会及び総会に報告する。 

第８条 特別役員 本会に最高顧問、顧問、相談役をおくことができる。 

         最高顧問、顧問、相談役は役員会の議決を得て会長が委嘱する。 

第９条 総 会  本会の総会は年１回開き、会計、人事、事業等運営に関する事項を報告する。 

第10条 会計年度  会計年度は１月１日～１２月３１日までとする。 

第11条 会運営   本会の運営は会の目的遂行のための事案を、総て会長の招集する役員会にて協議し決 

 定する。 

第12条 七役会   本会の運営は七役会にて立案し、役員会において決定することができる。 

 七役会は会長、副会長、幹事長、事務局長、広報部長、企画部長、会計部長にて構成 

 する。 

第13条 顕彰・慶弔 

 役員会は本会のために多大な貢献したと認められる会員、個人、団体を顕彰、見舞 

 い、慶弔することが出来る。 

第14条 禁止行為 本会組織を利用して宗教・政治・個人営利目的の活動を禁止する。 

                 また本会の目的、主旨に反する行為を禁止する。 

                 これに反する者は退会させることが出来る。 

第15条 届 出    会員はその住所、氏名を本会事務局に通知することを義務とする。 

                 その後の変更時は遅滞なく通知するものとする。 

第16条 委 任  会則に定めない事項及び運営上必要な事項は、別に定める。 

第17条 規約改正 本会則の改正は役員会の議決を経て、これを決する。 

第18条 事務所  本会の事務所は事務局長方に置く。 

 

付 則     １.本会は１年に１回会報を発行する 

2 .会則改定  平成21年1月１日 
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       都会とふるさといいでとの交流 !!!  

       東京いいで会の５０周年おめでとうございます。 

 

  都会と“ふるさと飯豊”のつながりを作る事を、一生の仕事として創出し、 

  昔懐かしい５０年前の遊びを再現し、子供や孫達と一緒に楽しめる場所を 

  作りたいと思っています。 

  “ふるさと飯豊”を愛し続けた５０年が、皆さまにとって【いいで愛】の 

  年になります事を御祈念いたします。 感謝!!! 

           生きがいネットワーク  佐藤 昭一 

電話(0238)72-2833 携帯(090)3125-4687 E-Mail dreamline-aishyo@sepia.plala.or.jp  
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   関東よもぎだ会へのお誘い 関東よもぎだ会へのお誘い !!!!!!  
 

    『山形県立置賜農業高等学校同窓会関東支部』 

      母校の発展を祈りつつ故郷を懐かしみ 

        同窓の絆を深める集いです。 

       毎春.支部総会を開いております。 

    ご興味のある方は下記事務局へご一報ください。 
 

      よもぎだ会関東支部 支部長  横山昭七(S27年卒) 

                                     (小松出身) 

                          事務局長 小川悦男(S35年卒) 

                                     (飯豊出身) 

                連絡先 〒202-0003  

                      西東京市北町５-４-３ 

                     ℡ 090-3139-2210 

                     Eメール pd1941yyoshio@ybb.ne.jp  

東
京
飯
豊
会
第
五
十
回
総
会
開
催
、 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を 

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
米 

山
形
県
西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
萩
生
三
五
八
七 

 

マ
ル
シ
チ
米
穀
株
式
会
社 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
３
８
‐７
２
‐２
０
１
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
３
８
‐７
２
‐２
８
０
７ 

 

「
ふ
る
さ
と
の
訛 な

ま

り
懐
か
し
停
車
場
の 

 
 
 

人
ご
み
の
中
に
そ
を
聞
き
に
行
く
」 

mailto:Eメールpd1941yyoshio@ybb.ne.jp


21 

 「中津川」 四季折々の楽しみ  

  【新緑の景観】        【山 菜】 

   ４月中旬～５月中旬              ５月下旬～６月 

              

  

  【川遊び・昆虫】       【紅葉景観】 

  ７月～８月                 １０月中旬～１１月上旬 

              

 

 【雪景色】          【どぶろく】 

  １２月～２月                  １１月下旬～４月 

              
   

  白 川 温 泉 

 白 川    荘 

９９９－０４２４ 

山形県西置賜郡飯豊町数馬218-1 

お電話   ０２３８－７７－２１２４ 

ファックス ０２３８－７７－２１２５ 

 
  

９９９－０４２４ 

山形県西置賜郡飯豊町大字須郷421-1 

お電話    0238-78-0010 

ファックス  0238-78-0020 
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お問い合わせは 添川の 

（有）銀 波         代表  新野 純一 

TEL ０２３８－７４－２１４７  

FAX ０２３８－７４－２０３１ 

e-メール ginnami@beige.plala.or.jp 

 

0238-78-0045 伊東 直吉 
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2010年山形から新しいお米がデビューしました 
                      

     

 

飯豊産つや姫を是非お召上がり下さい。 
 

                             

 

お米はここまで美味しくなれる。 

山形から、日本の新品種。 

 

山形おきたま農業協同組合飯豊支店 

 

 

山形県西置賜郡飯豊町大字萩生 528 番地 

TEL 0238-72-2121  FAX 0238-72-2010 
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    広報部からのお願い 
 次号に向け、会員の皆様からの原稿、ふるさとの思

い出、生きがい、楽しみ、同級会案内、日常の出来

事、弊会や町の思い出の写真、短歌・俳句、ふるさと

情報など何でも（６００字程度）を下記までお寄せ下

さい。 

 

広報部長 井上 和雄 

  TEL&FAX:０４２－５５１－０２２２ 

   〒190-1214 東京都瑞穂町むさし野２-３７-５ 

  e-Mail  inouekkhs@ybb.ne.jp 

事務局長 志田 義雄 

  TEL:０４９－２４４－３９４０ 

  〒350-1136 川越市下新河岸６９－６６ 

           編 集 後 記 

 昨年の夏は113年間で最も暑い夏と気象庁が発表。

本当に暑かったですね！反面この冬は大変な寒さで

したが皆さん何如お過ごしになられたでしょうか。 

 今回は50周年記念と言う事で飯豊町の企業家の

方々にお会いし、広告掲載のお願いをして参りまし

たが快く御引受け頂きありがとうございました。 

 お会いして話を聞きますと皆さん活き活きと飯豊

町発展の為、夢を描き、考え、行動されており、本

当に飯豊町の皆さんの元気はつらつさを身を持って

感じて帰って参りました。 

又お会い出来るのを楽しみにしております！！！ 

                   (井上記) 

 編集：齋藤、深瀬、伊藤、志田、井上  

http//ｗｗｗ.town.iide.yamagata.jp 

http//ｗｗｗ.iikanjini.com 

ふるさと情報コーナー 

http／／iide-market.jp 

飯豊町役場のホームペー

ジに『ふるさと納税』募

集があります。 

 思い立ったが吉日! 

会員の皆さん定年退職記

念、金婚、銀婚記念、目

標達成記念等、人生の節

目に、生まれ育ったふる

さと飯豊町へプレゼント

(寄付)してみませんか!!! 

飯
豊
町
役
場 

 

飯豊町特産の 

はえぬき、餅、わら

び、ぜんまい、やま

め、まんじゅう、飯

豊山・秘境の湧き水

などちょっと覗いて

買っておごえ！！ 

飯豊町商店街 

飯豊町観光協会 

飯豊町の春夏秋冬

四季折々のイベン

ト情報満載・・・

え っ ぱ い、お も

しぇごどやってん

な～～～ 

今度みんなで行っ

てみんべーー！！ 

 石屋のおっかさ～～ん 元気だが～! ブログ見てますよ! 
 元気な飯豊町の皆さんは色々な所で活躍されています。 

 今回紹介しますGazoo Mura(車のトヨタが運営するポータルサイト)

は飯豊町の風光明媚な所、宿泊、体験施設などの紹介と、 

 石屋のおっか、がまの湯ほんわか、めざみ・鉄人113号等

飯豊町のブロガーの皆さんが、盛り沢山の旬の話題や体験

を日記風に情報発信中！！皆さんブログ見てください！！ 

Gazoo Muraより転載 

http://www.town.iide.yamagata.jp/web.nsf/doc/oendan?OpenDocument

